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第 1報 移植前の除草剤処理について
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1 は じ め に

近年,宮城県でも水稲の省力低コスト栽培法の一つとし

て,不耕起栽培法が試験されている。不耕起 1～ 2年目の

水田での移植栽培においては,移植後の湛水時にスズメノ

テッポウなどの畑雑草が繁茂し,水稲の生育・収量に影響

し問題となっている。これらの車種に対しては移植後に除

草剤などによる有効な防除法が現在のところ見当たらな 、ヽ

そこで,茎葉処理除草剤による移植前の雑草防除の効果に

ついて,耕起した場合と比較検討した。

2試 験 方 法

は)試験区の構成

8)供試除草剤 (商品名/試験名)
1)浸透移行型
グリホサートトリメンウム塩液剤 (タ ッチダウン)

グリホサートナトリウム塩・ エンドタールニナトリウム

塩液剤 (WOC 02)

グリホサートイツプロピルアミン塩液剤 (ラ ウンドアッつ

2)茎葉接触型
ジクヮットパラコート液剤 (プ リグロクスL)

ビアラホス液剤 (ハ ービー)

3)耕種条件
1)供試品種 :ササニシキ
2)移植期 :1995年 5月 12日 ,1995年 5月 11日 ,M社
製不耕起専用田植機使用

ラ ウ ン ドア ッ プ  ー 7日

ラ ウ ン ドア ッ プ  ー 7日

ラ ウ ン ドア ッ プ
プ リ グ ロ ッ ク ス L

VヽO
タ ッ

3)基肥 :N― P,0`― K20:6-10-7 kg/10a
(ペ ースト2号 )

4)土壌条件 :不耕起初年目及び 2年目,浅耕 (4月
上旬 :ロ ータリー耕,耕深3 cm),耕起 (同期,5 cn)

5)水管理 :移植直前に5～ 7日 間入水し落水後移底

6)移植後処理除草剤
初年目 :テ ニルクロール・ベンスルフロンメチルフロア

ブル (ク サメッツ)剤の水口処理

2年目 :ベ ンチオカーブ,ベンスルフロンメチル・メフェ

ナセット粒剤 (ウ ルフエース1キ ロ)

に)試験実施場所 :宮城県農業センター水田圃場20a X

ウル フエース l kJけ +10日  1000g

ウル フエース ll●g粒 ■10日  1000g

3′じ多重二委1篭建118目 :

1000g
1000g

100
100
100
100
100
■00

反 復 数 : 2反 復

2圃

3 試験結果及び考察

本試験は前年耕起水日後の不耕起初年目及び不耕起 2年

目の水日で行った。主要畑雑草はスズメノテッポウ,タ ネ

ッケバナで,水田雑草はノビエ,一年生広葉,ホ タルイな

どであった。

接触型除草剤を移植入水前30～ 7日 に茎葉処理したり,

移植直前に雑草の地上部を刈り払ったところ,移植後の湛

水状態でも再生がll盛となり,無処理区以上に繁茂した。

しかし,浸透移行型除草剤を移植入水前30～ 3日 に処理 し
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たところ,移植湛水後も抑草効果が高かった。刈払いと浸

透移行型除草剤処理の組み合わせはさらに効果的であった

(図 1,4)。

非選択性除草剤の処理時期については,既報
1)と
結果が

やや異なり,接触型除草剤では移植前日数が長くなるほど

移植までに再生量が多くなり,移植湛水後も増加する傾向

があった。一方,浸透移行型除草型では移植前日数が短い

処理で移植時の残草量が多くなったが,移植湛水後に徐々

に枯殺された (図 3,4)。

一方,通常の耕起・代かきによりこれらの畑雑草は著 し

く減少した。また,移植前に田面の表層を浅く耕起しても

雑草防除に有効であった (図 1,表 1)。 したがって,こ
の時期の除草には,刈払いや接触型除草剤による地上部の

枯殺のみでは不十分であり,浸透移行型除草剤の処理や耕

起など移植までの雑草生育の持続的な抑制が効果的である

と考えられた。

なお,移植前の雑草防除による残草量の多少は,そ の後

の水稲の生育量を左右し,穂数及び収量にも大きく影響 し

た (図 2)。 不耕起でも適切な雑草防除を講 じて耕起の場

合と同等の雑草量に抑制すれば,耕起と同等の収量性が確

保された。
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図 1 不耕起初年目における残草量
(移植後40日調査,1995)注

暑素旗多E吉:詠颯彬[暫貫昏》『曇首鰤
慣行の春耕。

表 1 不耕起 2年目水田における移植前雑草防除の効
果 (移植後60日調査 1996)
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図3 不耕起田における茎葉処理剤の効果(移植時,1990
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不耕起栽培における除草処理との関係
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図4 不耕起田における茎葉処理剤
の効果 (移植後15日 ,1996)

4 ま と め

水稲の不耕起移植栽培においては,移植入水前の雑草防

除が重要であり,こ の時期の除草には,刈払いや接触型除

草剤による地上部の枯殺のみでは不十分で,浸透移行型除

草剤による徹底した雑草防除が不可欠である。
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注 RU:田 植前ラウンドアップ散布。
刈払 :移植前雑草地上部の刈払い。

塁嘗逸置曇あ港暑;写しと二贅覧年口粒剤処理。


